






要約:最近の子供達の骨折急増と食生活との関連とを検討した。女子学生 262 名の骨密度

を測定し、身体状況、食生活状況、栄養摂取状況を調査し、骨密度値との相関を観察した。

不必要なダイエット(食事制限)をくり返し行っている者に、低骨密度者が多く出現し、又、

日常の栄養摂取状況も低値を示した。又、骨折経験者も多く、成長期における無謀なダイ

エットが骨密度値に影響を与え、骨折頻度を増加させているのではないかと考えられる。


